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大崎市鳴子温泉にある「旅館すがわら」 では、
貴重な温泉の恵みを使い尽くしたい！という想い
から、 旅館の空調から食品乾燥庫、 バイナリー
発電まで、 温泉熱を最大限活用しています。

十数年前に新聞で温泉熱を使った発電がある
と知ったものの、 その時は不可能と言われ、 断念。 しかし震災を機に
改めて電気の大切さを知り、 実証実験という形で 6kW のバイナリー発
電機を設置。 現在は 2 号機として 65kW のバイナリー発電を行ってい
ます。 全量売電しており、 平均月 100 万円程度の収益があります。

温泉熱を使った食品乾燥庫では、 しいたけ等を乾燥させ、 道の駅で
販売しています。 このほか、 温泉熱で加温して黒ニンニクを作ったり、
冬期には館内空調の全てを温泉熱で賄うなど、 温泉熱をフル活用して
います。

湧き上がる温泉
旅館のすぐ裏に源泉があります。

使われずに捨てているだけになっているエネルギーを
有効に活用し、地域おこしをしていきたいと考えていま
す。泉質によってどのような設備が向いているかは違っ
てきますが、温泉街全体にこの取組を広げ、街全体を活
性化させていきたいです。

旅館すがわらは、鳴子温泉郷にある和風温泉旅館です。
　9 つの多彩なお風呂が自
慢で、温泉は全て自家源泉
100％掛け流しの天然温泉
で美肌効果があると評判
の温泉宿です。

黒ニンニク熟成中…

温泉熱を使った食品乾燥庫

旅館すがわらの裏にあるバイナリー発電所

所在地 大崎市鳴子温泉新屋敷 5

アクセス 東北自動車道古川 IC より約 40 分

エネ種・規模 地熱発電（バイナリー発電）65kW、温泉熱利用

活用した
補助事業

平成 29 年度新エネルギー設備導入支援事業（宮城県）

運営主体 株式会社温泉クリエイト　旅館すがわら

連絡先 TEL:0225-67-2046

株式会社温泉クリエイト　旅館すがわら
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ホームページは
こちらから

旅館すがわら（外観）

旅館すがわら（大崎市）


